
１ 意見提出者数及び意見数　　5人　17件

２ 意見の内容と市町の考え方

番号 受付日 該当箇所 意　見 市町の考え方

1 平成29年2月20日
Ｐ１３

４　産業・雇用
（１）農林業

　地域商社の立ち上げを、行政が期間を限り指導する。

2 平成29年2月20日
Ｐ１３

４　産業・雇用
（１）農林業

　農産物の生産力向上策と加工品のレベルアップに取り組む。

3 平成29年2月20日
Ｐ１３

４　産業・雇用
（１）農林業

　阪神圏への販売を目指し、県とタイアップして販路拡大を目指す。

4 平成29年3月7日
Ｐ３６

④圏域農業の振興

　ブドウを基幹作物として取組んで行くだけが本当に圏域農業の振興
になると言えるのでしょうか。現状、市中心街以外のどの地区にも昔な
がらの農地が存在し、個々の農家が昔ながらの考えで耕作を続けて
いるのが現状です。ほとんどの農家は、高齢者が、体が動かなるまで
働きやっと支えている状況です。環境保全の観点から「誇れる里山」
も本当に危うい事態に陥っています。
　このままですと地区自体が消滅していくのが目に見えています。こ
のような状況を鑑みますと閲覧用資料にあります圏域全体の民有地
面積の20％を超える農地全体に対してブドウを主流とする方向に転
換するのは不可能と考えます。
　全く、計画性の無い政策としか思えないテーマです。それより、今の
農地を現在生産している米、麦、黒大豆等と共にブドウも含め将来安
定的に農業を継続する方策を計画した方がより実現的な取り組みと
考えます。

　それぞれの自治体で、農業・農村が抱える様々な課題解決に取り
組んでいます。
　今回の定住自立圏の形成においては、圏域として、今後、都市圏
及び海外等で販路拡大が期待されるブドウの産地化、ブランド化を
図って参ります。
　また、定住自立圏の枠組みを前提とした、今後の地域商社機能の
研究過程の中で、その他の農産物を含めた持続可能な仕組みを検
討したいと考えております。

津山圏域定住自立圏共生ビジョン（案）パブリックコメントの実施結果について

　平成29年度、津山市を中心に幅広い地域産業の更なる進展を図る
ことを目的として、定住自立圏の枠組みを前提とした地域商社機能・
規模・体制等の研究を行い、本圏域に有益かつ効果的な仕組みの
構築につなげていきます。
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津山圏域定住自立圏共生ビジョン（案）パブリックコメントの実施結果について

5 平成29年3月14日

Ｐ２７

③高齢者支援体制の推進
認知症徘徊者早期発見ネットワーク
づくり

　認知症高齢者の行方不明者の早期発見方法としてＱＲコード付き
「爪シール」の導入を提案します。
　また、ドローンの導入も併せて提案します。

　認知症高齢者行方不明時の早期発見方法として、ご提案いただい
た「QRコード付シール」や「ドローン」の導入については、他の自治体
の取り組みも参考にしながら、今後、関係自治体で協議したいと考え
ています。

6 平成29年3月14日
Ｐ３８

⑥有害鳥獣被害防止対策
有害鳥獣対策事業

　「鳥獣共同処理施設の設置についても検討する。」とありますが、ジ
ビエ料理の材料としての品質を確保するためにも、施設の設置ととも
に移動式解体処理車の導入を検討してはどうでしょうか。
　加えて、集中駆除による個体数の低減を提案します。
　狩猟者免許の取得補助に加えて、狩猟者登録に要する費用、銃所
持にかかる費用に要する補助も検討をお願いします。

　有害鳥獣被害防止対策については、ご提案の内容も含め、今後、
関係自治体で協議・検討して行きます。

7 平成29年3月14日

Ｐ４３

①圏域公共交通ネットワークの充実
公共交通確保事業（2種免許取得
支援補助）

　何名程度を考えておられるのでしょうか。

　１年間に、普通2種免許取得者を15名から20名、大型2種免許取得
者は3名から4名程度補助することを検討しています。
　支援補助の内容、対象者、条件などについては、今後、関係自治
体で構成予定の「（仮称）圏域公共交通連絡協議会」の中で協議して
行きます。

8 平成29年3月15日
Ｐ２

３．共生ビジョンの計画期間

　必要に応じて変更を行います。とありますが最低でも年1回の見直し
の考えがありますか。

　関係市町による連携事業の追加等に応じ、ビジョンの見直しを行う
こととし、ビジョンの内容に変更が生じなければ、見直しは行いませ
ん。
　また、事業の進捗については、外部委員で構成する「津山圏域定
住自立圏共生ビジョン懇談会」において、検証していきます。
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津山圏域定住自立圏共生ビジョン（案）パブリックコメントの実施結果について

9 平成29年3月15日
Ｐ３６

④圏域農業の振興

　現段階では、ぶどう生産者確保事業が計画されています。
　２９年度予算で、２５０万円の予算を計上し「地域商社」の取り組みを
研究することになりました。大いに期待しています。
　そこで、点在する農産物の直売所等を生かした、「地域商社」の取り
組みを研究項目の一つに入れていただきたい。
　ＪＡ勝英、ＪＡ津山、民間では「地場」さんが有力ではないでしょう
か？
　まず、第一歩として、各市町の「学校給食」の食材確保に向けて、供
給システム構築を検討すべきではないでしょうか。

　平成２９年度の予算で実施する「地域商社機能の調査検討業務」で
は、定住自立圏エリアに求められる取組み分野の選定、地域商社機
能の適正な仕組みや規模、体制などを考察することとしています。
　また、この調査検討業務の中で、地域の特色や既存の機能、関係
組織との連携といった要素を踏まえた研究を行い、その結果に基づ
いた提案を圏域に対して行う予定です。

10 平成29年3月15日
Ｐ３８

⑥有害鳥獣被害防止対策

　奈義町が参画していません。この対策事業はオール県北とその県
外隣接市町村との連携が不可欠だと考えています。まずは奈義町の
参画を進めてください。

　奈義町としても隣接市町村との連携は、不可欠であると認識してお
ります。
奈義町においても有害鳥獣は、農林畜産被害等、甚大な被害をもた
らすため、　　地元猟友会と連携し、町費での有害鳥獣駆除奨励金
上乗せやカラス檻の設置など町独自での対策を強化し、猪・鹿駆除
頭数は、以前は約100頭／年程度の駆除頭数でしたが、近年は毎年
約1,200頭／年の駆除を行っています。
抜本的な解決を図るためには、有害鳥獣被害防止対策も、広域的な
取組みを行う必要があると考えていますが、既に内閣府から地域再
生計画の承認を受けて様々な地方創生事業を展開しており、それら
との整合性を図るとともに、重複を避けての連携協定としています。
なお、協定締結は行えませんが、連携は図って参りますので、ご理解
を賜りたいと存じます。

11 平成29年3月15日
Ｐ３４

③圏域観光の振興

　圏域内にある「鉄道」「自然・景観」「グルメ」など「など」で、全てを含
むとはいえ、「史跡」及び「歴史」「人物」を追記していただきたい。

　「鉄道」「自然・景観」「グルメ」は、各市町が有する観光資源を結び
つけることについて、個別具体的にイメージしやすいジャンルを列挙
したものです。
　連携項目には、ご意見の「史跡」「歴史」「人物」も含んでおります。
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12 平成29年3月15日
Ｐ３４

③圏域観光の振興

　東京都が進めている２０２０年東京オリンピック。
国が進めている以下のプログラムへの取り組みを圏域でどう取り組む
か？まずは加盟申請を圏域で行ってほしいです。
・ホストタウンの推進
・ｂｅｙｏｎｄ２０２０プログラム

　東京オリンピックのホストタウンとしての活動計画策定には、他都市
の例を見ても、事前合宿の受け入れが大きなウエイトを占めていま
す。
　本市として、受け入れが可能な施設は津山陸上競技場と考えます
が、すでに美作ラグビー・サッカー場の補完施設として美作市に協力
する形で事前合宿候補地に登録していることから、活動計画に組込
むのは困難と考えております。
　また、beyond2020プログラムについては、本市として研究をしており
ます。

13 平成29年3月15日 その他
　津山市が進めているＦＭ（ファシリティマネージメント）に関し、津山
圏域での公共施設の相互利用についての研究を行ってほしい。
「公共施設白書」の作成および実施

　「公共施設マネジメント基本方針」の取り組みにおける公共施設の
配置については、その機能や地域特性などから総合的な検討を行
い、国・県及び近隣自治体との連携も視野に入れて、最適化に向け
た個別の施設管理計画の策定に取組みます。
　なお、今回の共生ビジョンにおいても、「不登校児童生徒支援事業」
における鶴山塾や、「まちなか子育て支援拠点事業」におけるアル
ネ・津山のまちなか子育て支援拠点の活用など、圏域市町での施設
活用を見込んだ事業に取り組んでいきます。

14 平成29年3月15日 その他
　適時、進行状況を市民、町民が共有できるシステムを構築してほし
い。

　連携事業の進捗状況については、毎年度ホームページを通じて公
表します。



１ 意見提出者数及び意見数　　5人　17件

２ 意見の内容と市町の考え方

番号 受付日 該当箇所 意　見 市町の考え方

津山圏域定住自立圏共生ビジョン（案）パブリックコメントの実施結果について

15 平成29年3月15日
Ｐ２５

②障害者（児）支援体制の推進

　障害者支援策施策も広域で行うべきです。1市５町が結束しての事
業の取り組みに向かってほしいものです。奈義町が入っていないのが
残念です。

　奈義町においても障がい者（児）支援は喫緊の課題であると考えて
おり、現在、地方創生事業において、子どもの成長を願う親の会「ど
んぐりの会」と連携し、奈義町Ｂ＆Ｇ海洋センターの一室を改修して
障がい者（児）と地域の方の「第三の居場所」づくりを進めています。
今後、障がい者（児）支援の広域的な取組みについても検討してまい
りますが、既に内閣府から地域再生計画の承認を受けて様々な地方
創生事業を展開しており、それらとの整合性を図るとともに、重複を
避けての連携協定としています。なお、協定締結は行えませんが、連
携は図って参りますので、ご理解を賜りたいと存じます。

16 平成29年3月15日 その他

　各市町村予算書で、定住自立圏の事業については、別途資料の作
成をお願いしたい。市町とも、独自の事業と混同して考えていると思
う。
　今後は、広域水道事業化とか広域での公共施設利用、活用方策の
検討も望まれてくると考えます。

　予算については、予算概要等で総合計画主要事業や総合戦略事
業などの区分をお示ししており、定住自立圏事業についても区分を
お示ししていきたいと考えております。

17 平成29年3月15日
Ｐ５

２　各市町の概況
（４）奈義町

　「陸上自衛隊日本原駐屯地」や「日本原演習場」に関し、このことが
全く触れられていないことに非常に違和感を覚える。
　これがあるために、国から多額の助成があり、我が奈義町は合併を
しなくとも今のところ「町」が維持できていると考える。
　また、隊員はもとよりその家族を含めた存在も決して無視できない。
人口維持、消費による経済波及効果、その子息による児童数・生徒
数の維持　等
　これらのことから、まるで最初から存在しないかの如く「無視」するの
は大いに疑問である。

　陸上自衛隊日本原駐屯地の存在は、今日の奈義町の生活基盤を
整えた強みであり、特色であると考えております。
　自衛隊について、奈義町の概況に加筆します。


